
2013.9.13 SQiP2013 

「ＳＱＡ監査の品質」の向上への取り組み 
 ～ 監査の品質ってなんだろう？ ～ 

パナソニック株式会社 

 オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社 

  インダストリアル品質保証センター 品質保証グループ 

菅沼 由美子 

（Ａ４－３） 



2013.9.13 SQiP2013 

内容 

 ・ 背景（会社紹介） 

 １．ＳＱＡ監査 

 ２．監査への要求 

 ３．これまでの取り組み 

 ４．これから 

ＳＱＡ監査の品質について考えたこと、 

コーポレートからの事業場ＳＱＡ支援として 

やってきたこと、を皆さんと共有し、 

共に考える機会に出来ればと思います。 

よろしくおねがいします。 



2013.9.13 SQiP2013 

内容 

• 背景（会社紹介） 

１．ＳＱＡ監査 

２．監査への要求 

３．これまでの取り組み 

４．これから 
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（背景） パナソニック㈱ＡＩＳ社の事業 http://panasonic.co.jp/ais/ 

オートモーティブ 電池 

デバイス 

ファクトリーオートメーション 

溶接機 

自転車 

…パナソニック㈱オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社は、様々な事業を担当しています 

http://panasonic.net/id/jp/
http://panasonic.co.jp/pas/
http://panasonic.co.jp/ec/
http://panasonic.co.jp/pfsc/
http://panasonic.co.jp/pws/
http://pct.panasonic.co.jp/
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（背景） 私のポジション 

パナソニックコーポレートＳＱＡ 

カンパニー 

コーポレート 

ＳＱＡ 

事業部 

ＳＱＡ 

カンパニー 

コーポレート 

ＳＱＡ 

事業部 

ＳＱＡ 

事業部 

ＳＱＡ 

事業部 

ＳＱＡ 

事業部 

ＳＱＡ 

．．． 

．．． 

ここ 
ＡＩＳ社 

インダストリアル 

品質保証センター 

．．． 

プロジェクトの監
査をする 

事業部ＳＱＡを
支援する 
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（背景） インダストリアル品質保証センター関連の事業 

スピーカ 

角速度 
センサ 

EVリレー 

導電性ｷｬﾊﾟｼﾀ 回路基板 

光ﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ 

PGSｸﾞﾗﾌｧｲﾄｼｰﾄ 

コネクタ 

光デバイス 

基板材料 封止材料 光学フィルム 成形材料 

電子材料 

電子部品 

イメージ 
センサ 

半導体 

ﾗｲﾄﾀｯﾁｽｲｯﾁ 
/ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 

DCDCｺﾝﾊﾞｰﾀ 
LSI 

パワー半導体 ﾚｰｻﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

ＦＡセンサ 

HMI表示用LSI LED 

電源 
電池 

リチウムイオン電池 乾電池 

ニッケル水素電池 

二カド電池 

鉛蓄電池 

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池ﾓｼﾞｭｰﾙ 電池パック 

車載カメラ 

車載センサー、 
パネルスイッチ、 

キーレスエントリーシステム 

ソフト搭載製品 

ｱｸﾃｨﾌﾞ消音、 
車両接近通報装置  

特徴： 

・ソフト搭載製品は少数派 

・小規模中心 

・車載ソフトは品質要求が高い 

ＡＩＳ社 インダストリアル関連製品の例 

http://panasonic.jp/car/navi/products/camera/CY-RC90KD.html
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内容 

• 背景（会社紹介） 

１．ＳＱＡ監査 

２．監査への要求 

３．これまでの取り組み 

４．これから 
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１．ＳＱＡ監査： 監査で実施すること 

「実施されたプロセスおよび関連する作業成果物とサービスの 

忠実さは、適用されるプロセス記述、標準、および手順に対して、 

客観的に評価されている。」 

「不遵守課題は客観的に追跡および伝達され、 

確実に解決されている。」 

ＣＭＭＩ  

ＰＰＱＡ－ＳＧ１： 

ＰＰＱＡ－ＳＧ２： 
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１．ＳＱＡ監査： 監査で実施すること 

「実施されたプロセスおよび関連する作業成果物とサービスの忠実さは、適用
されるプロセス記述、標準、および手順に対して、客観的に評価されている。」 

「不遵守課題は客観的に追跡および伝達され、確実に解決されている。」 

・監査記録を残す 

・プロセスへの非遵守事項を監査記録に明記する 

・監査記録をプロジェクトとマネージャーに送付する 

・非遵守事項の解決を確認する ・非遵守事項の解決状況を監視する 

・非遵守事項の解決を促進する 

ＣＭＭＩ ＰＰＱＡ－ＳＧ１： 

ＣＭＭＩ ＰＰＱＡ－ＳＧ２： 

・開始条件は適切か？ 

・入力成果物は適切か？ 

・実施者のスキルは適切か？ 

・各アクティビティは実施されたか？ 

・実施時期は適切か？ 

・出力成果物は適切か？ 

・終了条件は適切か？ 

・計画通り実施されたか？ 

・実績は記録されたか？ 

・メトリクスは計測されたか？ 

・メトリクスは分析されたか？ 

・記載項目に漏れはないか？ 

・レビューは適切か？ 

・テストは適切か？ 

・指摘/課題は解決しているか？ 

・承認されているか？ 

・チェックリストは適切か？ 

・レビューアは適切か？ 

・レビュー時間は適切か？ 

・レビュー指摘は適切か？ 
… 
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前提として… 

・プロセスが定義されている 

・プロセスが周知されている 

・プロセスの使用が関係者に合意されている 

・プロセスが指定するツール等が準備されている 

・監査チェックリストが整備されている 

・ＳＱＡ監査のプロセスが定義されている 

・第三者性を持つＳＱＡが割り当てられている 

・ＳＱＡ監査が計画されている、方針が有る 

・ＳＱＡに権限が有る 

・ＳＱＡにスキルが有る 

・ＳＱＡのトレーニングが提供されている 

   ： 

１．ＳＱＡ監査： 監査で実施すること 

（ＣＭＭＩ－ＧＧの観点） 
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１．ＳＱＡ監査： ＳＱＡに必要なスキル、資質など 

・開始条件は適切か？ 

・入力成果物は適切か？ 

・実施者のスキルは適切か？ 

・各アクティビティは実施されたか？ 

・実施時期は適切か？ 

・出力成果物は適切か？ 

・終了条件は適切か？ 

・計画通り実施されたか？ 

・実績は記録されたか？ 

・メトリクスは計測されたか？ 

・メトリクスは分析されたか？ 

・記載項目に漏れはないか？ 

・レビューは適切か？ 

・指摘は解決しているか？ 

・承認されているか？ 

「実施されたプロセスおよび関連する作業成果物とサービスの忠実さは、適用
されるプロセス記述、標準、および手順に対して、客観的に評価されている。」 

・チェックリストは適切か？ 

・レビューアは適切か？ 

・レビュー時間は適切か？ 

・レビュー指摘は適切か？ 

・監査記録を残す 

・プロセスへの非遵守事項を監査記録に明記する 

・監査記録をプロジェクトとマネージャーに送付する 

・非遵守事項の解決を確認する ・非遵守事項の解決状況を監視する 

・非遵守事項の解決を促進する 

ＳＷエンジニアリングの知識 

必要な人に動いてもらえる 

（ネットワーク） 

異常に気付ける 

プロジェクトからの信頼 

プロジェクトの助けになれる 

答えやすい聞き方 

プロセスの知識 

状況把握（真因分析）力 

「不遵守課題は客観的に追跡および伝達され、確実に解決されている。」 

ＰＰＱＡ－ＳＧ１： 

ＰＰＱＡ－ＳＧ２： 

改善の推進ができる 

受け取りやすい指摘 

製品、ＨＷ関連の知識 

是正を推進できる 

分かりやすい記録、説明 
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内容 

• 背景（会社紹介） 

１．ＳＱＡ監査 

２．監査への要求 

３．これまでの取り組み 

４．これから 
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２．監査への要求 

・プロセスの遵守を確認する 

・プロセスの非遵守を検出する 

・プロセスの遵守/非遵守を報告する 

・プロセスの非遵守の是正を確認する 

・プロセスの遵守を保証する 

・プロセス改善のインプットを提供する 

これって 

機能要求？ 
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２．監査への要求： プロジェクト、管理層からSQAへ 

プロジェクトの事情も 

理解してね 

短時間で監査してね 

是正を支援して欲しい 

分かりやすく質問してね 

素早く理解してね 

他部門にも是正を働きかけて欲しい 

プロジェクト外の事例を 

教えて貰えると嬉しい 

プロジェクトへの指摘を 

分かりやすく説明して欲しい 

これって 

非機能要
求？ 
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 （参考） ソフトウェアの品質モデル 

ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００ ＳＱｕａＲＥシリーズ 

（ＩＳＯ／ＩＥＣ９１２６） 

品質特性： 

機能性 

信頼性 

使用性 

効率性 

保守性 

可搬性 

使用中のソフトウェア品質要求事項 
※妥当性確認で使用する 

外部ソフトウェア品質要求事項 
※検証、妥当性確認で使用する 

内部ソフトウェア品質要求事項 
※開発中の品質監視及び管理で使用する 非

機
能 
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内容 

• 背景（会社紹介） 

１．ＳＱＡ監査 

２．監査への要求 

３．これまでの取り組み 

４．これから 
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 監査の確実な実施 

ＳＱＡ活動の確認（「監査の監査」） 
「監査の監査」チェックリストへの 

「制度化」観点の明示 

ＳＱＡリソースガイドラインでリソース確保をお願いする 

 事業場連携強化 
年度目標の提示 事業場間連携の 

機会提供 

３．これまでの取り組み： コーポレートSQAの実施内容 

２００８ ２０１２ ２０１３ 

 ＳＰＩとＳＱＡの連携： 

ＳＷ開発標準の継続的な改善にむけて 

連携体制の構築 

ＣＭＭＩ－Ｌ３認定 ＩＳＯ２６２６２ 

プロセス認証 

システム/ＨＷ/ＳＷのプロセス定義 

 監査チェックリストのメンテナンス 

プロセスを確実に反映する 見やすい。使いやすい。説明しやすい。 

システムプロセス対応 

機能安全対応 

 スキルマネジメント 
スキル要件の定義 

社研開催に加え 

独自トレーニング開催 

ワークショップの開催 

…テクニカル以外のスキル向上 

グローバル対応 

必須研修の定義 

２００９ ２０１０ ２０１１ 
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 監査の確実な実施 

ＳＱＡ活動の確認（「監査の監査」） 
「監査の監査」チェックリストへの 

「制度化」観点の明示 

ＳＱＡリソースガイドラインでリソース確保をお願いする 

 事業場連携強化 
年度目標の提示 事業場間連携の 

機会提供 

３．これまでの取り組み： コーポレートSQAの実施内容 

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ 

 ＳＰＩとＳＱＡの連携： 

ＳＷ開発標準の継続的な改善にむけて 

連携体制の構築 

ＣＭＭＩ－Ｌ３認定 ＩＳＯ２６２６２ 

プロセス認証 

システム/ＨＷ/ＳＷのプロセス定義 

 監査チェックリストのメンテナンス 

プロセスを確実に反映する 見やすい。使いやすい。説明しやすい。 

システムプロセス対応 

機能安全対応 

 スキルマネジメント 
スキル要件の定義 

社研開催に加え 

独自トレーニング開催 

ワークショップの開催 

…テクニカル以外のスキル向上 

グローバル対応 

必須研修の定義 

まず 

「前提」を強化 

次に              

「機能」を強化            

そして 

「非機能」も 

実施したことを考えてみたら、こんな順序だった 
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３．これまでの取り組み： 評価１ 

項目 お役立ち度 

・品質事業計画への要求（年度目標の提示） ◎非常に役に立った 

・他事業部情報の共有（事業部ＳＱＡの連携） ◎非常に役に立った 

・ＳＱＡ活動の確認（監査の監査） ○役に立った 

・ＳＱＡスキル要件の定義 ◎非常に役に立った 

・ＳＱＡトレーニング体系の整備 ◎非常に役に立った 

・ＳＱＡトレーニングの実施（カンパニーでの実施） ○役に立った 

・ＳＱＡ監査チェックリストのメンテナンス ◎非常に役に立った 

・その他  … 困ったときに相談に乗って貰えた ◎非常に役に立った 

事業場ＳＱＡ担当者へのアンケート結果 

コーポレートから事業場への支援活動は、 

概ね、役に立つと受け止められている 
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３．これまでの取り組み： 評価２ 

ＳＱＡ担当者のスキルの推移 

’１３

’１２
’１１

5

SQAレベル

1 2 3 4

人数 

カンパニー全体で、ＳＱＡスキルの底上げが出来てきた 

主にテクニカルスキル テクニカル以外のスキルも 
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内容 

• 背景（会社紹介） 

１．ＳＱＡ監査 

２．監査への要求 

３．これまでの取り組み 

４．これから 
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４．これから 

品質特性： 内容 

機能性 監査に関する機能要求を満たす 

信頼性 想定される環境で、 

規定レベルの監査性能を維持できる 

使用性 ＳＱＡ監査の仕組みを分かりやすく説明でき 

活用してもらえる 

効率 効率的に監査（報告、是正も）できる 

保守性 環境、状況の変化に応じて 

監査の仕組みを変更して性能を維持できる 

可搬性 別の環境（事業部？）に移行しても監査できる 

今後の活動を考えるために、下記仮説を置いてみました 
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４．これから 

顧客からのＳＱＡ品質要求事項 
→客観的に妥当性を見直す 

社内（ＳＱＡ外からの）ＳＱＡ品質要求事項 
→監査プロセスに照らし、「監査の監査」で確認する 

ＳＱＡ内部からの品質要求事項 
→事業場ＳＱＡ、プロジェクト、からの要求 

コーポレートから事業場ＳＱＡへの要求 

などを、 「監査の監査」で確認する 

ＳＱＡ監査の品質特性と、下記のマトリクスで 

非機能要求を明確化し、 

更なる「ＳＱＡ監査品質の向上」を目指します。 
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ＥＮＤ 

ご清聴ありがとうございました 
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SPI Japan 2009 発表資料より 
http://www.jaspic.org/event/2009/SPIJapan/session2B/2B1.pdf 
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SPI Japan 2010 発表資料より 
http://www.jaspic.org/event/2010/SPIJapan/session3A/3A1_ID032.pdf 
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SPI Japan 2011 発表資料より 

http://www.jaspic.org/event/2011/SPIJapan/session2C/2C2_ID029.pdf 


